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２ 産業振興・雇用対策

（注１）経済対策による実施予定数等は、H20.2月補正予算、H21当初予算及びH21.6月補正

予算の各経済対策における予定数等の合計値です。

（注２）予算額の表記区分

２月：H20.2月補正予算額、当初：H21当初予算額、６月：H21.6月補正予算額

<農林水産業対策>

○ 農林水産振興がんばる地域応援総合事業 １５３百万円

当初： 35百万円 ６月： 118百万円

競争力のある産地づくりを目指した有機野菜の生産拡大など、地域の

皆さんが自ら計画し主体となって取り組む農林水産各分野のプロジェク

ト活動に対する助成予算や、農業生産法人等の新たな取組に対する支援

予算を増額します。

［経済対策予算追加額1.5億円（経済対策以外の予算額3.3億円 ］）

○ 農林水産業への新規就業者の確保対策 ８８百万円

当初： 50百万円 ６月： 38百万円

農林水産業に興味のある方や職業として就きたい方に対して、就業相

談会や技術習得のための研修の実施など、円滑な就業と経営安定に向け

たきめ細やかな支援を実施します。

[経済対策予算追加予定数] [経済対策以外の予定数]

（研修受入予定人数） ６３人 ９人

（就業支援資金貸付予定数） １６人 ３２人

○ 農業に参入する企業への施設整備等支援 １８０百万円

当初： 30百万円 ６月： 150百万円

農業に参入する企業の経営の確立と発展を促し、地域の活性化や地元

雇用の促進を図るため、新たに農業に参入する企業や経営拡大を行う既

、 。参入企業を対象に 機械・施設の整備に要する経費の一部を助成します

［支援企業予定数 １５企業］

○ 耕作放棄地の解消と発生防止 １４６百万円

６月： 146百万円

地域の農業生産活動を維持し、美しい農村景観を守るため、耕作放棄

地の再生利用や発生防止に必要な基盤整備や機械整備を支援します。

［再生利用を促進するためのトラクター配置支援 18地域協議会］
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○ 売れる農林水産品づくりの推進 ３５百万円

当初： 13百万円 ６月： 22百万円

新商品の開発や商品改良、販路開拓・拡大を推進するため、消費者ニ

ーズの把握や商談会等を通じた生産者とバイヤーとのマッチング、県内

「 」 、「 」外での販売促進やＰＲ活動による 売れるものづくり や 島根県産

統一ラベルの作成など「 しまねの魚』の普及」につながる取組を支援『

します。

○ 安全で美味しい島根の農林水産物の認証制度 １４百万円

当初： 14百万円

島根の農林水産物に対して、安全性と品質に関する一定の基準を満た

した安全で美味しい県産品であることを県が認証する『美味しまね認証

制度』を創設し、島根県産農林水産物の市場競争力を強化します。

［７月１日現在の認証状況］

鶏 卵 ：８件

こめたまご ：１件（お米を与えたニワトリのたまご）

えごまたまご：１件（えごまを与えたニワトリのたまご）

生しいたけ ：１件

○ 野菜、肉用子牛価格の安定対策 ９８百万円

当初： 64百万円 ６月： 34百万円

農家経営の安定を図るため、肥料や飼料の価格高騰に対して、野菜や

肉用子牛の市場価格が一定水準より下回った時に、価格差等を補償・補

てんします。

○ 森林整備の促進と林業の再生 ３，８９２百万円

２月： 672百万円 当初： 20百万円 ６月：3,200百万円

森林の多面的機能の発揮と、林業・木材産業の活性化を図るため、間

伐や路網整備、高性能林業機械の導入等の経費や、林業・木材産業関係

の施設整備費、木造公共施設の整備費等の一部を助成します。

［基金の活用も含めた３年間の整備計画］

（間伐面積） 2,711ha

（路網整備延長） 167km

（高性能林業機械導入） 35台
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○ ナラ枯れ被害への緊急対策 ３０百万円

当初： 15百万円 ６月： 15百万円

ナラ枯れによる森林の荒廃を防ぐため、ナラ枯れ被害木を多く含む不

採算林の伐採経費を補てんすることにより、伐採業者によるナラ枯れ被

害木の伐採を促進します。

［伐採予定面積：100ha］

○ 小型漁船緊急通報システムの本格運用 ８百万円

６月： 8百万円

漁業者が漁船から海上に転落した際に、転落者の位置等の情報を送信

する端末機器の導入を支援することにより、海難事故を防ぎます。

［導入端末機器予定数 200台］

○ 汽水湖の水産資源回復への取組の支援 ６百万円

６月： 6百万円

汽水湖の水産資源を回復し漁業環境の改善を図るため、漁業者が実施

する漁場改良や種苗放流などの取組を支援します。

<観光振興>

○ 魅力あるしまねの観光地づくりの推進 ８５０百万円

当初： 39百万円 ６月： 811百万円

豊かな地域資源を活用した魅力ある島根の観光地づくりを推進すると

ともに、積極的な情報発信を図ることにより、観光客の誘客を推進しま

す。

(1) 観光案内板等の整備

・ 広域観光案内板、道路案内サインの整備により、目的地までのア

クセスがわかりやすくなります。

・ 観光地のトイレの整備など観光基盤の整備を推進します。

(2) 観光誘客活動の強化

・ マスメディアなどを活用し、島根ならではの観光の魅力を全国に

発信します。

・ 航空機を利用する観光客を対象とした旅行商品の企画などを促進

します。

・ 地域の特性を生かした観光商品づくりや人材育成など地域で行わ

れる民間の取組を支援します。

(3) 広域観光圏の整備

・ 共同周遊マップ、ポータルサイトの制作や、山陰文化観光圏協議

会の新事務局設置に対する支援など鳥取県との連携を推進します。
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○ 隠岐観光振興のための緊急対策 １８百万円

当初： 18百万円

、 、観光情報の発信強化のためのツアーセンターの機能強化 視察の受入

宿泊施設に対する経営相談、特産品の開発、販路開拓など、他地域に比

べ観光客の落ち込みの激しい隠岐地域の観光振興対策を推進します。

<商工業対策>

○ 「ものづくり産業」の新たな取り組みの支援 ２７６百万円

当初： 17百万円 ６月： 259百万円

(1) 地域の強みを踏まえた「ものづくり産業の支援」

・ 県内企業が付加価値の高い仕事を獲得できるよう、高度な金属加

工設備を導入し、試作品製作などの加工や操作技術の習得などを支

援します。

・ 浜田技術センターに食品の成分などを分析する機器を整備し、新

たな商品の開発を支援します。

(2) 県外企業との新たな取引関係の構築や技術習得の支援

県外の技術力が高い企業との新たな取引関係の構築や、技術・ノウ

ハウの習得を促進するため、県内企業が一定の期間、社員を県外企業

へ派遣する際に必要な経費の一部を助成します。

［支援企業予定数：５社～１０社］

(3) 機械金属製造業の受注拡大を支援

首都圏などでの受注拡大を支援するため、単独の商談会を開催しま

す。

○ 経営支援の強化 ８３百万円

当初： 83百万円

・ 経営改善を図ろうとする中小企業者に専門家を派遣し、経営革新、

新分野進出等の取組を支援します。

・ 商工会議所等に配置した巡回経営支援専門員が、各支援機関と連携

しながら中小企業者をサポートします。

［巡回経営支援専門員配置数：９人］

○ 石州瓦の県外市場への拡大を支援 ４５百万円

当初： 15百万円 ６月： 30百万円

石州瓦の県外市場の拡大を図るため、石州瓦工業組合や企業が展示会

等へ出展する際に必要な経費の一部を助成します。
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○ ＩＴ産業の高度化とビジネス拡大の支援 １０８百万円

当初： 74百万円 ６月： 34百万円

(1) 技術力の向上

県内ＩＴ企業の競争力を強化するため、新技術の研究開発を支援し

ます。

(2) 先進技術情報の発信とＲｕｂｙのビジネス利用拡大

・ Ｒｕｂｙのビジネス利用の拡大を推進するため、Ｒｕｂｙに関す

る国際的なイベントや、シンポジウムを開催します。

［国際イベント（RubyWorld Conference 2009）

開催日：H21.9.7～8 場所：くにびきメッセ（松江市 ］）

・ 市町村等のＲｕｂｙの導入に対し助成します。

(3) 自社開発ソフトウエアの販路開拓の支援

新たな販路開拓を促進するため、汎用性のあるソフトウエアを開発

。するＩＴ企業が展示会に出展する際に必要な経費の一部を助成します

○ 県産品の販路拡大 ３５百万円

６月： 35百万円

県産品の販路拡大を図るため、県産品カタログを発刊して全国の小

売バイヤーに県産品を紹介するほか、首都圏などでの商談会への出展

やｗｅｂ物産展を開催します。

○ 地域商業の再生支援 ３８百万円

当初： 38百万円

地域商業の振興や中山間地域の商業機能の維持を図るため、商業者や

組織等が行うまちづくりへの取組、空店舗の活用、新規創業者の支援な

どの新たな仕組みづくりや人材育成の取組を支援します。

○ 地域に根ざした活力ある建設産業の経営革新促進支援

１１９百万円

当初： 119百万円

建設業者が新たな分野へ進出するための初期投資及び進出した後の事

業拡張に要する経費の一部を助成する予算額を増額します。

・H20年度：39百万円→H21年度：69百万円
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○ 中小企業制度融資

信用保証協会の保証制度を活用し、中小企業者への低利で長期の資金

提供を金融機関と協調して行います。

（平成20年度と比較し200億円の増）・ 平成21年度融資枠：650億円

・ 資金繰り円滑化支援緊急資金の取扱期間を延長（H21年度末まで）

・ 旅館等の改装経費などを対象とした新資金（おもてなし処整備支

援資金）を創 設（H21.2.2～取扱い開始 。）

<雇用対策>

○ 国交付金等を活用し雇用を創出 １３，１６１百万円

２月：5,830百万円 当初：3,000百万円 ６月：4,331百万円

県や市町村が、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の

失業者、地域における求職者等に対して、雇用・就業機会を創出・提供

する事業を実施しています。

(1) 緊急雇用創出事業

次の雇用までの短期（６月未満）の雇用・就業機会を創出します。

・雇用創出目標（H21～H23 ：約４，６００人（うち、H21：約１，７００人））

【実施事業例】

・ 求職者への介護資格取得を支援し、介護人材が不足する施設等への就職

を支援する事業

・ 人家裏や生活道等に放置された危険木化した松くい虫等被害木を伐採する

事業

・ 竹林の伐採、森林の下草刈りなどの森林を整備する事業

・ 社会福祉施設等の居住空間を改善するための修繕事業

(2) ふるさと雇用再生特別交付金事業

地域における継続的（１年以上）な雇用機会を創出します。

・雇用創出目標（H21～H23 ：約８００人（うち、H21:約２８０人））

【実施事業例】

・出雲空港に観光案内人を配置する事業

・地域資源を活かした農家レストランの運営を支援する事業

・田舎ツーリズム体制を整備・強化する事業

○ 離職者の再就職に向けた職業訓練提供 ２１３百万円

２月： 9百万円 当初： 204百万円

ハローワークでの求職者が、円滑に就職できるよう介護やＩＴ、簿記

会計など、仕事で必要な知識・技能を習得する職業訓練が受けられるよ

う支援します。

［受入予定受講者数：650名］
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○ 企業の人材育成と雇用継続を支援 ３６百万円

６月： 36百万円

各高等技術校が雇用調整助成金等を活用できる教育訓練を提供し、

企業による人材育成と雇用の継続を支援します。

［教育訓練受講予定者数：延べ30,000人程度］

○ 若年無業者の職業的自立支援 ９百万円

当初： 9百万円

ニート等の若年無業者の職業的な自立や、社会参加への促進を図るた

め 「しまね若者サポートステーション」を設置し、就業に向けた相談、

から基礎的訓練までを包括的に支援します。


